

















































































の中に於ける自然的な要素 決定論的で運命的 、一度捕へられたらもうどうす こども出来ぬやうな恋愛1||ラシーヌ・ 恋愛はさういふ恋愛でせうが||愛のさういふ要素からの超践が実はすでに此処でなされてゐるのだと考へられますoζ
れは愛に於ける自由、即ち自由意志によって統御され、推進され得るやうな愛を認めることです。換告白するなら








当ります。此の言葉は愛 愛することだ 肯定の形 、愛とは愛し愛されることではないといふ否定の形とを合んでゐますから、「愛と ることであ ねばならぬ」といふ母さ可
22
を一氏ひ去はしてゐるのだと一五へる訳です。と
いふのは、恋愛は愛し愛されることによって始め 成立つやうな要素を必然的に有っ を 、さうして
F」の言葉は愛の
さう 自然的な要素に対する苓定である 同時に、意志によって導かれ得 やうな愛の要素に対する肯定であります。以上を要するにコル、寸イ・ユに於ける恋愛の根本的特色は、それが意識の光に絶えず照らし出された自意識の一形式としての愛への意識であるといふこと、従ってザヤれは叉意志され得る変であ といふこ です。さうして「ル・シッド」はコル、不イユに於ける愛の斯うした棋木的性格を初めて明るみに出した作品であって、此の作品に於いて作者の限 変
五













































































































































































だと聞いて喜びのあまり気が遠 な のだと弁疏をします。王が、そんな筈はない、今のお前の顔は、判然りと背痛を表してゐたぞと追求し すと、シメ
l
ヌは答へて、それは如何にも背痛でした、何故ならロドリーグが大功を樹てふ
















































































































































とかいふやうな言葉は、みな斯うした男が支配 る社会を維持し、守ってゆくといふ保守的な方向にむけられてゐるのですが、一方、ロドリーグ 社会の徳を皆持った、謂はど男性の権力 権化とも一式へる男が、この劇の最後にあるや・7に、シメ
l
スといふ一人の女の前に脆いて尊敬と服従とを誓ふならば、それは男性本位の社会を否定して















































































































































































様々な危険を冒したあとで漸く相見る機会が出来る。そこ 二人は毎晩二人きりで会ふわけですが、そ ときクレリアの方が以前にマドンナにたてたブァプリスに自分の顔を決 て見せない ふ誓ひをこの時 なっ 実行しようと るといふことです。スタ ダ
lルは何の説明もしてゐませんが、この恋人に顔を見せないといふ誓ひは非常に意味深く思
はれます。二人が れ迄自分達の愛の めに命を賭けて乗越え打克っ 来た数々 危険な障碍を想 な ば、
ll
さう





んで仕舞ひます。恋人に自分の顔を見せないための暗闇。これは恐らく彼等の愛には愛の詮明が存在しないーーといふか、むしろ愛の詮明が在つてはならぬことの象徴なのだと思はれます。完全に許し合った二人の聞では、顔を見せることがすなはち愛の詮しなのですから。逆説的に一式へば彼等の純粋な愛の幸福には不幸さへ欠けてゐなかったのです。叉このやうな不幸こそ彼等の愛 幸福の詮明である も一氏へるでせう のやうなものが一般に信ずることによって成立つ愛の現実に於ける在り方でありませう。話を一克へ戻しますと、今申しましたやうに、ロドリ
l
グが自分の父を殺したといふ行為を愛の行為だと
判断したとき、彼女は自由 した。このとき彼女 同時に愛と愛の表現が矛盾するといふことを事実上認めたわけです。これと全く同じ事情が引続いてロドリ!グ 方にも起って来ます。シメ
l
メが王にロドリーグの死刑を要求するといふ



























































































だから愛を忘れるとき、自己に目覚めることによってはじめて二人の恋人に開かれた価値の世界全体を忘れ去るこどになります。それは自分を無意味の世界に連れ戻すことです。彼等が努力して来たのはこの努力を措いて他には意味がないことに目覚めてゐたから 他なりません。だからこの努力をやめて他の努力に移ることは出来ないわけです。恋人を失った人聞が「 べ を忘れて仕事に一生を捧げます」 云ふ場合、それは恐らく、「この恋だけは忘れないで、それに値するやうに仕事をします」といふ意味でせう。逆 一式へば、何かの努力があるかぎり、叉努力が全人格にか
L
はるも
のであるかぎり、それはすべて自分の愛と連りを持ち 自分の愛を絶えず思ひ出させるものであ 筈です。以上申しましたやうに斯うした一般にアムール・プラトニックと呼ばれる恋愛はその本質上から、終ることを得、ず、叉忘れ去られることによって消え去るこ もなく、叉決定的な満足を得る もなく、唯そこには全然愛に相反するやうな行為、或ひは現実の生活を絶えず に結びつけて者へる
ll
つまり瞬間々々に更めて愛を捨引い直してゆく意志の努
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